
資料－１ 

 
 
 
 

平成１８年度 

北陸地方建設事業推進協議会 
 

「建設技術報告会」 

 

実 施 報 告 書 

 

 

 

平成１８年１１月 

 

 

 

 

北陸地方建設事業推進協議会 

「建設技術報告会」実行委員会 

 



－ 目 次 － 

 
１．開催概要 
 １）目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

 ２）開催日時 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

 ３）開催場所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

 ４）構成と報告時間 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

 ５）報告技術のテーマ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2 

 ６）主催構成機関及び実行委員会構成員 ・・・・・・・・・・・ 3 

 ７）聴講者数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

 

２．実施内容 
 １）プログラム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6 

 ２）報告技術一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

 ３）開会式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

 ４）基調講演 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

 ５）技術報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

 ６）閉会式 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10 

 ７）パネル展示コーナー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・11 

 

３．準備及び運営・設営 
 １）スケジュール ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12 

 ２）主な経緯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12 

 ３）運営体制 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・13 

 ４）会場設営 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14 

 

４．広報 
 １）広報活動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 

 ２）広報掲載状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・18 

 

５．アンケート 
 １）設問内容 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23 

 ２）配布・回収 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23 

 ３）アンケート結果概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・24 

 ４）設問別集計結果 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26 

 

６．開催状況写真集 
 １）開閉会・基調講演 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・34 

 ２）技術報告 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・35 

 ３）その他開催状況 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38 

 



 - 1 -

１．開催概要 

１）目 的                                   

「建設技術報告会」は、北陸地方における建設事業の円滑な推進を図るため、官公庁及び民

間の建設会社において、新たに研究開発された新技術、新工法を報告することにより、研究開発

技術の活用・普及を図ることを目的に開催されました。 

本報告会は、平成 7 年度より、ほぼ毎年開催され今回で 11 回目の開催となりました。 

 

２）開催日時                                  

●平成 18 年 10 月 24 日（火）  9 時 00 分～16 時 50 分 

受   付  9 時 00 分～       2 階ロビー（多目的ホール出入口前） 

開 会 式  9 時 30 分～ 9 時 40 分  2 階多目的ホール 

  開 会 挨 拶 北陸地方整備局 企画部長 橋場克司 

基 調 講 演  9 時 40 分～10 時 20 分  2 階多目的ホール 
  演 題 「地球温暖化による気候の変化」 

  講 演 者 新潟地方気象台 防災業務課 調査官 矢澤 易 氏 

      10 時 40 分～16 時 30 分  2 階多目的ホール（第 1 会場） 

技 術 報 告  10 時 40 分～16 時 30 分  4 階大 研 修 室（第 2 会場） 

      10 時 40 分～16 時 10 分  5 階中 研 修 室（第 3 会場） 

閉 会 式 16 時 40 分～16 時 50 分  2 階多目的ホール 

  総評、閉会挨拶 平成 18 年度「建設技術報告会」実行委員長 平田 五男 

（北陸地方整備局 北陸技術事務所長） 

 

３）開催場所                                  

●使用施設 

新潟ユニゾンプラザ 
住所：〒950-0944 新潟市上所 2-2-2 

電話：025-281-5511 

施設専用駐車場完備（無料・約 220 台） 

※本会場は平成 13、16 年度に引き続き、3 回目の会場である。 

●使用会場 

開閉会式・基調講演・・・・2 階多目的ホール：聴講者 420 席 

第1会場・・・・・・・・・2 階多目的ホール：聴講者 420 席 

第2会場・・・・・・・・・4 階大研修室：聴講者 180 席 

第3会場・・・・・・・・・5 階中研修室：聴講者 70 席 

パネル展示コーナー・・・・2 階県民サロン 16 技術※ 

※パネル展示は、発表者より希望のあった報告技術のパネルを展示した。 

事務局控室・・・・・・・・4 階小研修室 3 

来賓控室・・・・・・・・・4 階小研修室 4 
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《交通アクセス》 

●バス利用： 

◆新潟駅万代口から 

・水島町経由「県庁」または「西部営業所」行き 

→「上所島」下車、徒歩1 分 

・昭和大橋経由「入船町」行き、 

→「南高校前」下車、徒歩10 分 

◆新潟駅南口から 

・中央環状線「県庁」行き 

→「中央市場入口」下車、徒歩7 分 

・昭和大橋経由「古町」行き 

→「南高校前」下車、徒歩10 分 

◆万代シティバスセンターから 

・水島町経由「鳥屋野経由曽野木ﾆｭｰﾀｳﾝ」行き、 

または「酒屋」行き 

→「上所島」下車、徒歩1 分 

●自家用車利用： 

新潟駅から県庁方面へ10 分 

新潟バイパス女池I.C から10 分 

新潟バイパス桜木I.C から10 分 

 
 

 

 

〈会場施設位置図〉 

 

 

４）構成と報告時間                               

基調講演と技術報告会の 2 部構成とし、技術報告会は 3 会場の分科会方式をとり、1 課題 20 分

の発表を行い、4 または 5 課題毎に 10 分間の質疑・応答を行った。 

 

 

５）報告技術のテーマ                              

 北陸地方の建設技術の基本課題のテーマ（5 テーマ）に「その他」を含めた 6 テーマの分類

により、合計 38 題の技術報告を行った。 

①雪に強い地域づくり 
（克雪対策、冬期道路交通の安全確保に関する新技術・新工法） 

②良いものを安く 
（コスト縮減、省力化に関する新技術・新工法） 

③自然災害からの安全確保 
（危機管理、土石流などの防災に関する新技術・新工法） 

④環境の保全と創造 
（建設副産物、リサイクルに関する新技術・新工法） 

⑤ゆとりと福祉 

（情報化、バリアフリーなどに関する新技術・新工法） 

⑥そ の 他 
（上記のテーマ①～⑤に属さない新技術・新工法） 

報告技術

① 雪に強い地域づくり 5

② 良いものを安く 11

③ 自然災害からの安全確保 6

④ 環境の保全と創造 10

⑤ ゆとりと福祉 1

⑥ その他 5

38

テーマ

計

〈テーマ別 報告技術数〉
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６）主催構成機関及び実行委員会構成員                      

 「北陸地方建設事業推進協議会」を母体とし、開催目的に賛同する下記の機関・団体で組織し

た平成 18 年度「建設技術報告会」実行委員会（委員長：北陸地方整備局北陸技術事務所長）の

主催により開催した。 

〈主催構成機関〉 

北陸地方整備局／新潟県／富山県／石川県／東日本高速道路(株)新潟支社 

中日本高速道路(株)金沢支社／(社)日本土木工業協会北陸支部 

(社)日本道路建設業協会北陸支部／(社)建設コンサルタンツ協会北陸支部 

(社)日本建設機械化協会北陸支部／(社)新潟県建設業協会／(社)富山県建設業協会 

(社)石川県建設業協会／北陸土木コンクリート製品技術協会 

(社)プレストレスト・コンクリート建設業協会北陸支部／北陸Ｐ Ｃ 防雪技術協会 

新潟県融雪技術協会／(財)新潟県建設技術センター／北陸地質調査業協会 

(社)日本埋立浚渫協会北陸支部／(社)北陸建設弘済会 

 

 

〈平成18年度「建設技術報告会」実行委員会 構成員〉 

注）１．実行委員会構成員は、平成 18 年 11 月 1 日現在である。 

  ２．前任者は平成 18 年 4月 25 日（第 1回実行委員会）以降の異動者である。 

   ※「東日本高速道路㈱新潟管理局」は、平成 18 年 7月 1日より「東日本高速道路㈱新潟支局」に名称を変更。 

 所 属 役 職 氏 名 (前任者) 

委 員 長 北陸地方整備局 北陸技術事務所 事務所長 平田 五男  

副 委 員 長 北陸地方整備局 新潟港湾空港技術調査事務所 事務所長 吉永 宙司 高野 誠紀 

委  員 北陸地方整備局 企画部 施工企画課 課 長 宮村 兵衛  

〃 北陸地方整備局 港湾空港部 海洋環境・技術課 課 長 松本 佑二  

委員･会計監査 新潟県 土木部 技術管理課 土木工事検査監 吉田 弘  

委  員 富山県 土木部 建設技術企画課 技術指導係長 吉岡 浩二  

〃 石川県 土木部 技術管理課 担当課長 八代 英一  

〃 東日本高速道路㈱ 新潟支局※ 企画調整グループ サブリーダー 松田 豊 中沢 寿幸 

〃 中日本高速道路㈱ 金沢支社 企画調整チーム サブリーダー 山田 耕一  

〃 (社)日本土木工業協会 北陸支部 副幹事 小林 哲男  

〃 (社)日本道路建設業協会 北陸支部 幹事長 天尾 雅実  

〃 (社)建設コンサルタンツ協会 北陸支部 広報委員長 青木 和之  

〃 (社)日本建設機械化協会 北陸支部 普及部会委員 榎  紀洋  

〃 (社)新潟県建設業協会 契約制度室長 圓山文史朗  

〃 (社)富山県建設業協会 常務理事 木田 昭司  

〃 (社)石川県建設業協会 常務理事 金谷 進  

〃 北陸土木コンクリート製品技術協会 技術開発部会委員長 五十嵐正之  

〃 (社)プレストレスト･コンクリート建設業協会 北陸支部 事務局長 滝沢 俊次  

〃 北陸ＰＣ防雪技術協会 事務局長 村田 佳久  

〃 新潟県融雪技術協会 技術委員長 池野 正志  

〃 (財)新潟県建設技術センター 業務部長 菊池 潔  

〃 北陸地質調査業協会 事務局長 小松 正義  

〃 (社)日本埋立浚渫協会 北陸支部 技術委員長 藤原 聖記  

〃 (社)北陸建設弘済会 事業調査室長 大林 厚次 内山 宏文 
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聴講申込 聴講実績

国土交通省 北陸地方整備局　 76 34

他地方整備局 10 10

その他省庁・公団等 0 0

主催自治体 新潟県 15 12

新潟県内市町村 4 3

富山県 1 1

富山県内市町村 0 0

石川県 2 2

石川県内市町村 0 0

その他自治体 長野県 0 0

福島県 0 0

山形県 0 0

東日本高速道路㈱（主催） 新潟支社 1 1

中日本高速道路㈱（主催） 金沢支社 0 0

109 63

主催協会・団体 (社)日本土木工業協会 52 42

(社)日本道路建設業協会 45 31

(社)建設コンサルタンツ協会 9 6

(社)日本建設機械化協会 17 16

(社)新潟県建設業協会 32 18

(社)富山県建設業協会 0 1

(社)石川県建設業協会 6 3

北陸土木コンクリート製品技術協会 0 0

(社)プレストレスト･コンクリート建設業協会 7 6

北陸ＰＣ防雪技術協会 4 1

新潟県融雪技術協会 1 1

(財)新潟県建設技術センター 4 3

北陸地質調査業協会 9 8

(社)日本埋立浚渫協会 13 7

(社)北陸建設弘済会 6 5

205 148

その他協会・団体 (社)日本測量協会 0 0

(社)建設電気技術協会 4 2

(財)先端建設技術センター 2 2

(財)河川情報センター 0 0

(社)雪センター 北陸支部 1 0

(財)道路保全技術センター 6 4

(財)ダム技術センター 0 0

(財)ダム水源池環境整備センター 0 0

(財)リバーフロント整備センター 0 0

(財)砂防地すべり技術センター 0 0

(財)日本建設情報総合センター 1 1

(財)経済調査会 北陸支部 0 0

(財)国土開発研究センター 0 0

(中)全国コンクリート製品協会 0 0

北陸構造物維持補修技術研究会 0 0

一般　※加入協会不明を含む。 82 81

96 90

学校 0 0

報道 0 2

発表者 38 38

38 40

（官 公 庁　合計） 109 63

（民　  間　合計） 339 278

448 341

小計

合計

機関・団体名

小計

小計

小計

７）聴講者数                                  

 本報告会の聴講申込人数及び聴講実績人数は下表のとおりである。 

〈平成18年度「建設技術報告会」 聴講者集計表〉 
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〈「建設技術報告会」聴講者数の推移グラフ〉 

 

〈「建設技術報告会」聴講者数（第1回～第11回）〉 

 

 

 

 

 

 

 
注）１．発表者及び報道関係者は、「民間（協会等）」に含む。 

  ２．運営スタッフは、人数に含んでいない。 

  ３．「自治体」には、市町村関係者を含む。 

  ４．今回は、新潟・富山・石川県の市町村への聴講募集を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　開催年
内訳

1995年 1996年 1997年 1998年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年

国土交通省等 39 68 112 94 100 89 72 72 80 105 45

自治体 39 202 116 129 69 86 87 50 31 34 18

民間（協会等） 189 373 430 206 364 401 471 354 360 319 278

学校 0 0 0 0 0 3 0 35 7 0 0

合計 267 643 658 429 533 579 630 511 478 458 341

開催地 新潟市 富山市 新潟市 金沢市 新潟市 新潟市 富山市 新潟市 新潟市 金沢市 新潟市
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２．実施内容 

１）プログラム                                 

 以下のプログラムに沿って実施した。なお、本プログラムは報文集に掲載し、製本した。 

〈「建設技術報告会」プログラム〉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▼ 開会式・基調講演

9:30 ～ 9:40 開会式（開会挨拶）

北陸地方整備局　企画部長 橋場　克司

9:40 ～ 10:20 基調講演

新潟地方気象台　調査官 矢澤   易 

▼ 第１会場　報告技術

本間　政幸 〔北陸地方整備局　北陸技術事務所　機械課〕

超高機能舗装について

岡本　信人 〔日本道路㈱　技術研究所　第二研究室〕

交差点、鉄道横断アンダーパスの急速施工法（ＵＲＵＰ工法）

井澤　昌佳 〔㈱大林組　東京支社　土木技術本部　技術第五部〕

北陸新幹線新黒部保守基地通路線高架橋へのＳ.Ｑ.コンクリート構造の適用

清水　大輔 〔前田建設工業㈱　北海道支店　土木部〕

12:00 ～ 12:10 ディスカッション（質疑応答）

12:10 ～ 13:00 休　憩

新規橋梁（鋼橋）における無塗装仕様の海浜耐候性鋼材の採用事例について

沢村　直紀 〔新潟県　新発田地域振興局　地域整備部　道路課〕

プレキャストアーチ式高架橋｢すいすいＳＷＡＮ工法｣の開発

小林　 修 〔戸田建設㈱　本社　アーバンルネッサンス部〕

回収型掘進機｢やどかり君｣の開発

畑山　栄一 〔㈱奥村組　技術本部　土木部〕

小断面ニューマチックケーソン工法対応 ＤＲＥＡＭⅢ型掘削機の開発

長崎　正幸 〔大豊建設㈱　エンジニアリング本部　技術開発部　技術普及課〕

14:20 ～ 14:30 ディスカッション（質疑応答）

14:30 ～ 14:40 休　憩

地中熱利用システムについて

松浦　和也 〔鉄建建設㈱　技術センター〕

半たわみ性凍結抑制舗装について

原 　克也 〔㈱植木組　本社　環境エンジニアリング部〕　

地熱利用ヒートパイプ融雪方式の施工と融雪効果

斎藤　貴典 〔㈱興和　水工部〕

ソイルセメント地中連続壁を利用した地中熱活用技術

川浦　栄太郎 〔㈱本間組　土木本部　技術部〕

ＰＣシェッド点検判定要領（案）

若林 　修 〔北陸ＰＣ防雪技術協会（日本サミコン㈱）〕

16:20 ～ 16:30 ディスカッション（質疑応答）

▼ 総評・閉会

16:40 ～ 16:50 総評・閉会

北陸地方建設事業推進協議会「平成18年度 建設技術報告会」実行委員長 平田　五男
（北陸地方整備局 北陸技術事務所長）

技術報告テーマ：

　　①雪に強い地域づくり、②良いものを安く、③自然災害からの安全確保、④環境の保全と創造、⑤ゆとりと福祉、⑥その他

②

②

11:20 ～ 11:40 ②

10:40 ～ 11:00

　＝ 第１会場 【２階 多目的ホール】 ＝

14:40 ～ 15:00 ①

路面反射音による排水性舗装の排水機能評価手法の開発　

11:00 ～ 11:20

11:40 ～ 12:00 ②

14:00 ～ 14:20 ②

13:00 ～ 13:20 ②

13:20 ～ 13:40 ②

13:40 ～ 14:00 ②

①

15:20 ～ 15:40 ①

15:00 ～ 15:20

15:40 ～ 16:00 ①

16:00 ～ 16:20 ①
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▼ 第２会場　報告技術

田巻　 尚 〔小柳建設㈱　営業部〕

天然重曹を用いた除草･抑草システム

藤井　政人 〔福田道路㈱　技術研究所〕

環境に配慮した回転貫入鋼管杭工法(その２）　－エコロックパイルの品質について－

窪田  敬昭 〔鹿島道路㈱　ＥＰ事業部〕

ボンテラン工法

長部  孝彦 〔八千代エンジニヤリング㈱〕

12:00 ～ 12:10 ディスカッション（質疑応答）

12:10 ～ 13:00 休　憩

風力発電システムによる環境の保全と創造

小泉　澄夫 〔ユーシン建設㈱〕

ハイブリッドショベルの開発

鹿児島　昌之 〔コベルコ建機㈱　要素開発部〕

振動軽減型舗装の開発

山脇　宏成 〔㈱ガイアートＴ．Ｋ　技術研究所〕

重金属不溶化下水汚泥焼却灰入りアスファルト混合物について

大矢　昌樹 〔㈱金沢舗道　生産部〕

14:20 ～ 14:30 ディスカッション（質疑応答）

14:30 ～ 14:40 休　憩

再生骨材を用いた保水性舗装の適用事例

高畑　浩二 〔㈱ＮＩＰＰＯコーポレーション　北信越支店　試験所〕

河川災害復旧工事等における｢Ｈｉ－ＯＳＳ｣事例の紹介

三国　大輔 〔日立建機㈱　東日本事業部　ＣＳ営業部〕

井戸掘削工事における凝集剤を用いた泥水処理の低減方法

北 　弘司 〔㈱ホクコク地水　工事部〕

表面改質材によるコンクリート構造物の延命化

宇野　洋志城 〔佐藤工業㈱　本社　技術研究所〕

ＣＳＭ（カッターソイルミキシング）工法

増田　浩二 〔㈱間組　土木事業本部　技術第一部〕

16:20 ～ 16:30 ディスカッション（質疑応答）

技術報告テーマ：

　　①雪に強い地域づくり、②良いものを安く、③自然災害からの安全確保、④環境の保全と創造、⑤ゆとりと福祉、⑥その他

16:00 ～ 16:20 ②

15:40 ～ 16:00 ②

④

15:20 ～ 15:40 ②

15:00 ～ 15:20

13:40 ～ 14:00 ④

④

13:20 ～ 13:40 ④

～ 12:00 ④

14:00 ～ 14:20 ④

13:00 ～ 13:20

　＝ 第２会場 【４階 大研修室】 ＝

14:40 ～ 15:00 ④

イソイル緑化工法の開発

11:00 ～

11:40

11:20

④

④

11:20 ～ 11:40 ④

10:40 ～ 11:00
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▼ 第３会場　報告技術

長岡工業高等専門学校の震災復旧工事

野口　英幸 〔大成建設㈱　北信越支店　長岡高専環境整備作業所〕

プレキャストブレースを用いた建築構造物の耐震補強

森山　毅子彦 〔オリエンタル建設㈱建築支店工事部〕

耐震ラップ工法（波形分割鋼板巻立て工法）の開発

大越　靖広 〔㈱熊谷組　土木事業本部土木設計部〕

中越地震により被災したアースダムの復旧実績（浅河原調整池復旧報告）

神戸　隆幸 〔鹿島建設㈱　土木管理本部　土木工務部　ダムグループ〕

12:00 ～ 12:10 ディスカッション（質疑応答）

12:10 ～ 13:00 休　憩

急流河川用｢侵食センサー｣の開発

佐々木　博明 〔パシフィックコンサルタンツ㈱水工事業本部　河川部〕

シャッター付砂防えん堤構造に関する検討

青柳　泰夫 〔パシフィックコンサルタンツ㈱水工事業本部　防災部〕

苗吹付技術｢ビオ・セル・ショット工法｣の開発

出雲井　雄二郎 〔㈱大本組　技術本部技術開発部〕

低土被り区間の施工対策報告

山本　 悟 〔西松建設㈱　北陸支店　松ノ木トンネル出張所〕

14:20 ～ 14:30 ディスカッション（質疑応答）

14:30 ～ 14:40 休　憩

振動騒音に配慮した鋼管杭の打設

佐藤　裕一 〔㈱新潟藤田組　建設部〕

グレーチングストッパーＳＰの小型化と各種適用事例

中村　利明 〔丸運建設㈱　舗道部〕

交通渋滞等がドライバーに与えるストレス把握調査

白澤 　晃 〔開発技建㈱〕

歩道用アスファルト系弾性舗装「ソフトウォーク｣

青木  政樹 〔大成ロテック㈱　技術研究所〕

16:00 ～ 16:10 ディスカッション（質疑応答）

技術報告テーマ：

　　①雪に強い地域づくり、②良いものを安く、③自然災害からの安全確保、④環境の保全と創造、⑤ゆとりと福祉、⑥その他

③

③

11:20 ～ 11:40 ③

10:40 ～ 11:00

　＝ 第３会場 【５階 中研修室】 ＝

14:40 ～ 15:00 ⑥

11:00 ～ 11:20

11:40 ～ 12:00 ③

14:00 ～ 14:20 ⑥

13:00 ～ 13:20 ③

13:20 ～ 13:40 ③

13:40 ～ 14:00 ⑥

⑥

15:20 ～ 15:40 ⑥

15:00 ～ 15:20

15:40 ～ 16:00 ⑤
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２）報告技術一覧                                

 主催機関・団体別の報告技術は以下のとおりである。 

〈報告技術一覧（機関・団体別）〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機関・団体名 テーマ 報告技術名 所属・会社名

北陸地方整備局 ② 路面反射音による排水性舗装の排水機能評価手法の開発 北陸地方整備局　北陸技術事務所

新潟県 ② 新規橋梁（鋼橋）における無塗装仕様の海浜耐候性鋼材の採用事例について 新潟県　新発田地域振興局

① 地中熱利用システムについて 鉄建建設㈱

① 半たわみ性凍結抑制舗装について ㈱植木組

② 交差点、鉄道横断アンダーパスの急速施工法（ＵＲＵＰ工法） ㈱大林組

② 北陸新幹線新黒部保守基地通路線高架橋へのＳ.Ｑ.コンクリート構造の適用 前田建設工業㈱

② プレキャストアーチ式高架橋｢すいすいSWAN工法｣の開発 戸田建設㈱

② 回収型掘進機｢やどかり君｣の開発 ㈱奥村組

② 小断面ニューマチックケーソン工法対応ＤＲＥＡＭⅢ型掘削機の開発 大豊建設㈱

② 表面改質材によるコンクリート構造物の延命化 佐藤工業㈱

② ＣＳＭ（カッターソイルミキシング）工法 ㈱間組

③ 長岡工業高等専門学校の震災復旧工事 大成建設㈱

③ 耐震ラップ工法（波形分割鋼板巻立て工法）の開発 ㈱熊谷組

③ 中越地震により被災したアースダムの復旧実績（浅河原調整池復旧報告） 鹿島建設㈱

⑥ 低土被り区間の施工対策報告 西松建設㈱

② 超高機能舗装について 日本道路㈱

④ 天然重曹を用いた除草・抑草システム 福田道路㈱

④
環境に配慮した回転貫入鋼管杭工法(その２）
－エコロックパイルの品質について－

鹿島道路㈱

④ 振動軽減型舗装の開発 ㈱ガイアートＴ.Ｋ

④ 重金属不溶化下水汚泥焼却灰入りアスファルト混合物について ㈱金沢舗道

④ 再生骨材を用いた保水性舗装の適用事例 ㈱ＮＩＰＰＯコーポレーション

⑤ 歩道用アスファルト系弾性舗装　｢ソフトウォーク｣ 大成ロテック㈱

⑥ グレーチングストッパーＳＰの小型化と各種適用事例 丸運建設㈱

③ 急流河川用｢侵食センサー｣の開発 パシフィックコンサルタンツ㈱

③ シャッター付砂防えん堤構造に関する検討 パシフィックコンサルタンツ㈱

④ ボンテラン工法 八千代エンジニヤリング㈱

⑥ 交通渋滞等がドライバーに与えるストレス把握調査 開発技建㈱

④ ハイブリッドショベルの開発 コベルコ建機㈱

④ 河川災害復旧工事等における｢Ｈｉ－ＯＳＳ｣事例の紹介 日立建機㈱

④ イソイル緑化工法の開発 小柳建設㈱

⑥ 振動騒音に配慮した鋼管杭の打設 ㈱新潟藤田組

(社)富山県建設業協会 ④ 風力発電システムによる環境の保全と創造 ユーシン建設㈱

(社)ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会 ③ プレキャストブレースを用いた建築構造物の耐震補強 オリエンタル建設㈱

北陸ＰＣ防雪技術協会 ① ＰＣシェッド点検判定要領（案） 日本サミコン㈱

新潟県融雪技術協会 ① 地熱利用ヒートパイプ融雪方式の施工と融雪効果 ㈱興和

北陸地質調査業協会 ② 井戸掘削工事における凝集剤を用いた泥水処理の低減方法 ㈱ホクコク地水

① ソイルセメント地中連続壁を利用した地中熱活用技術 ㈱本間組

⑥ 苗吹付技術｢ビオ・セル・ショット工法｣の開発 ㈱大本組

13機関 38技術

(社)新潟県建設業協会

(社)日本埋立浚渫協会北陸支部

（社）日本土木工業協会北陸支部

(社)日本道路建設業協会北陸支部

(社)建設コンサルタンツ協会

(社)日本建設機械化協会北陸支部
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３）開会式                                   

日時：平成 18 年 10 月 24 日（火） 9 時 30 分～9 時 40 分 

会場：2 階多目的ホール 

開会挨拶：北陸地方整備局 企画部長 橋場 克司 

司会：北陸技術事務所 副所長 上杉 修二 

 
 

４）基調講演                                  

日時：平成 18 年 10 月 24 日（火） 9 時 40 分～10 時 20 分 

会場：2 階多目的ホール 

演題：「地球温暖化による気候の変化」 

講師：新潟地方気象台 防災業務課 調査官 矢澤 易 氏 

司会：北陸技術事務所 副所長 上杉 修二 

 

５）技術報告                                  

日時：平成 18 年 10 月 24 日（火） 

会場：第 1 会場 2 階多目的ホール 10 時 40 分～16 時 30 分 （13 技術） 

   第 2 会場 4 階大研修室   10 時 40 分～16 時 30 分 （13 技術） 

   第 3 会場 5 階中研修室   10 時 40 分～16 時 10 分 （12 技術） 

司会：第 1 会場 新潟国道事務所 副所長   八橋 義昭 

（社）日本土木工業協会    林  英輝 

第 2 会場 信濃川下流河川事務所 副所長    横山 正一 

（社）日本道路建設業協会      伊藤 俊治 

第 3 会場 新潟港湾空港技術調査事務所 副所長 坂井 秀雄 

新潟県 技術管理課 土木工事検査監 吉田  弘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６）閉会式                                  

日時：平成 18 年 10 月 24 日（火） 16 時 40 分～16 時 50 分 

会場：2 階多目的ホール 

総評･閉会挨拶：「建設技術報告会」実行委員長 平田 五男 

（北陸地方整備局 北陸技術事務所長） 

司会：北陸技術事務所 副所長 上杉 修二 
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７）パネル展示コーナー                             

日時：平成 18 年 10 月 24 日（火） 9 時 00 分～16 時 50 分（会期中常設） 

会場：2 階県民サロン 

※報告技術のパネル展示コーナーを併設した。 

なお、パネル展示は展示希望を募り、展示希望のあった 16 技術を対象に行った。 

〈パネル展示技術 一覧表〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

№ テーマ 発表会場 報告技術名 会社名

1 ① 第１会場 地中熱利用システムについて 鉄建建設㈱

2 ① 第１会場 地熱利用ヒートパイプ融雪方式の施工と融雪効果 ㈱興和

3 ① 第１会場 ソイルセメント地中連続壁を利用した地中熱活用技術 ㈱本間組

4 ② 第１会場
交差点、鉄道横断アンダーパスの急速施工法
（ＵＲＵＰ工法）

㈱大林組

5 ② 第１会場
北陸新幹線新黒部保守基地通路線高架橋への
              Ｓ.Ｑ.コンクリート構造の適用

前田建設工業㈱

6 ② 第１会場
小断面ニューマチックケーソン工法対応
              ＤＲＥＡＭⅢ型掘削機の開発

大豊建設㈱

7 ③ 第３会場 急流河川用｢侵食センサー｣の開発 パシフィックコンサルタンツ㈱

8 ③ 第３会場 シャッター付砂防えん堤構造に関する検討 パシフィックコンサルタンツ㈱

9 ④ 第２会場 イソイル緑化工法の開発 小柳建設㈱

10 ④ 第２会場
環境に配慮した回転貫入鋼管杭工法(その２）
－エコロックパイルの品質について－

鹿島道路㈱

11 ④ 第２会場 ボンテラン工法 八千代エンジニヤリング㈱

12 ④ 第２会場 風力発電システムによる環境の保全と創造 ユーシン建設㈱

13 ④ 第２会場
重金属不溶化下水汚泥焼却灰入り
         　　アスファルト合材混合物について

㈱金沢舗道

14 ⑤ 第３会場 歩道用アスファルト系弾性舗装｢ソフトウォーク｣ 大成ロテック㈱

15 ⑥ 第３会場 苗吹付技術｢ビオ・セル・ショット工法｣の開発 ㈱大本組

16 ⑥ 第３会場 グレーチングストッパーＳＰの小型化と各種適用事例 丸運建設㈱
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３．準備及び運営・設営 

１）スケジュール                                

 平成 18 年度「建設技術報告会」は、下記のとおり実施した。 

〈平成18年度「建設技術報告会」（工程実績）〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２）主な経緯                                  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

北陸地方建設事業推進協議会
運営委員会

※報告技術募集用 ※聴講募集用

※報告技術募集 ※聴講募集

※原稿作成・編集・校正・印刷

報告会開催

・運営要領(案)承認
・実施計画(案)承認
・予算(案)承認

３月 ４月 ５月 １０月 １１月 １２月６月 ７月 ８月 ９月

●

報告技術募集・取りまとめ
（主催機関）

チラシ原稿作成

ホームページ開設・運用

報告技術検討・選定

採否通知

プレゼンデータ作成・提出

報告論文編集・印刷

報告論文原稿作成・提出
（報告技術発表者）

（報告技術発表者）

実行委員会 ● ●

○

●

聴講募集（主催機関等）

・実施結果報告

・決算報告

基調講演者検討・調整・依頼

記者クラブ・業界紙投込み

決定事項（実行委員会）

●

4/3(月) 4/24(月) 6/23(金) 7/17(月)

5/8(月) 6/9(金) 9/19(火) 10/16(月)

5/1(月) 6/9(金)

6/9(金) 6/23(金)

6/23(金)

6/26(月) 8/25(金)

9/8(金)

9/15(金) 10/16(月)

7/28(金) 10/10(火)

4/25（火）  12/6（水）

6/26(月)

10/24(火)

10月17日(火)

会　議　名　等 実　施　日 会　場 内　容

－ 建設技術報告会の開催承認

報告会開催

コープシティ花園
４階ガレッソホール

運営要領(案)の協議・承認
実施計画(案)の協議・承認
予算(案)の協議・承認

実施結果報告
決算報告

新潟ユニゾンプラザ

新潟美咲合同庁舎１号館
４階災害対策本部合同会議室

平成18年度「建設技術報告会」
　第２回実行委員会

平成18年12月 6日(水)
14時30分～16時00分

平成18年度
北陸地方建設事業推進協議会運営委員会

平成18年3月下旬

平成18年度「建設技術報告会」
　第１回実行委員会

平成18年度「建設技術報告会」
平成18年10月24日(火)
9時00分～16時50分

平成18年4月25日(火)
13時30分～15時00分
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３）運営体制                                  

 報告会当日は、主催構成機関・団体からの運営スタッフ 35 名（官：17 名、民：18 名）の協力

により実施された。 

〈運営体制表〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）１．（ ）は、受付係と兼務した運営スタッフの人数を示す。 

※印の「2」は、午前・午後での運営スタッフ交代による。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北陸地方
整備局

新潟県
新潟県

建設業協会
日本土工
工業協会

日本道路
建設業協会

日本建設
機械化協会

日本埋立
浚渫協会

13人 4人 3人 4人 4人 4人 3人

12 1 3 2 2 2 2

（3） （１） （1） （1）

第一会場 2 1 1

第二会場 2 1 1

第三会場 2 1 １

第一会場 （１） （1）

第二会場 （１） （1）

第三会場 1 1

第一会場 1 1

第二会場 （１） （1）

第三会場 1 1

第一会場 （2） （1） （1）

第二会場 （2） （1） （1）

第三会場 2 1 2※

第一会場 （１） （1）

第二会場 （１） （1）

第三会場 1 1

第一会場 1 1

第二会場 1 1

第三会場 1 1

司会係（開閉会・基調講演） 1 1 1

VIP案内係 1 1 １

マスコミ対応係 2 2 2

連絡調整係 1 1 1

接遇係（講師・来賓） 1 1 1

全体写真係（開催状況） 1 1 1

12
基調講演終了～報告会終了まで

6

3
（2）

3

役  割
運営スタッフ

人　数

3
（1）

6
(4)

3
（2）

受付係
受付開始～基調講演終了まで

事務局

技術報告

パ ソ コ ン 係

マイク受渡し係

写 真 係

会 場 照 明 係

司 会 係

時 間 管 理 係
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４）会場設営                                  

（１）各フロア配置図 
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（２）各会場配置図 
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（３）受付配置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（４）パネル展示コーナー配置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 - 18 -

４．広報 

１）広報活動                                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２）広報掲載状況                                

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）新聞報道

掲載紙 発行機関 掲載月日

建設工業新聞 (株)北陸工業新聞社 平成18年10月25日(水）

建設通信新聞 (株)日刊建設通信新聞社 平成18年10月27日(金）

（２）定期刊行誌

掲載誌 発行機関 掲載号

北陸の建設技術 北陸地方建設事業推進協議会 ９月号

北技情報 国土交通省北陸技術事務所 ６月号（vol.28）

ほっと＊ほくりく （社）北陸建設弘済会 ９月号、10月号

（３）ホームページ

掲載機関 ホームページアドレス 掲載コンテンツ

国土交通省北陸技術事務所 http://www.hrr.mlit.go.jp/hokugi/ トップコンテンツ（バナー）

（社）日本建設機械化協会 http://www.jcmanet.or.jp/hokuriku/ 試験・講習会等のお知らせ

（社）ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ建設業協会 http://www.pcken.or.jp/ お知らせ

方法 時期 摘要

●報告技術募集用

　（紙・電子データ）

●聴講募集用

　（紙・電子データ）

北陸の建設技術 9月号

北技情報 6月号

ほっと＊ほくりく 9月号、10月号

新潟県政記者クラブ

富山県政記者クラブ

石川県政記者クラブ

長野県政秘書室

福島県政記者クラブ

山形県政記者クラブ

岐阜県政記者クラブ

福井県政記者クラブ

日刊建設通信新聞社

日本工業経済新聞社

日刊建設工業新聞社

北陸建設工業新聞社

建設ジャーナル社

日刊建設産業新聞社

5月 8日～（報告技術募集）

9月15日～（聴講募集）

各主催機関・団体 適宜

チラシ
開催概要

チラシ
開催概要

主催機関・団体

9月15日～
主催機関・団体、市町村
建設関係団体等

10月17日投げ込み

10月17日

5月1日～

投げ込み

開設・運用

種別・内容

北陸技術事務所

業界紙

ホームページ

記者クラブ

定期刊行誌

チラシ配布 配布・募集

掲載依頼
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■新聞報道 

建設工業新聞（北陸工業新聞社）     平成18年 10月 25日（水曜日） 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

建設通信新聞（日刊建設通信新聞社） 

平成18年 10月 27日（金曜日） 
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■定期刊行誌 

北陸の建設技術（北陸地方建設事業推進協議会） ９月号 

 

 

北技情報（国土交通省北陸技術事務所） ６月号（vol.28） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほっと＊ほくりく（北陸建設弘済会）  10月号 
 

 

 

 

ほっと＊ほくりく（北陸建設弘済会）  ９月号 
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■ホームページ 
(社)日本建設機械化協会 北陸支部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国土交通省 北陸技術事務所 

(社)プレストレスト・コンクリート建設業協会 
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■広報・製作物等 
チラシ Ａ４判 

（報告技術募集用）                 （聴講者募集用） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

報文集 Ａ４判（モノクロ） 166頁 
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５．アンケート 

次回以降の開催の参考とするため、聴講者を対象にアンケート調査を実施した。 

１）設問内容                                  

（オモテ面）                    （ウラ面） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２）配布・回収                                 

アンケートは受付時に報文集と共に聴講者に配布し、各会場前に設置した回収箱により回収した。

なお、アンケート回収率は以下のとおりである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

官公庁 民間 計

62 279 341

27 97 124

43.5% 34.8% 36.4%

配布数

回答数

回収率



 - 24 -

 
本年度のアンケート調査の回収率は、過去４番目の回収率であった。 

（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）アンケート結果概要                             

■聴講者の職業及び分野（問１ ③及び④ 参照） 

職種別では、官公庁が２割、民間企業が８割であった。 

分野別では、道路分野に携わっている人が全体の約半分を占め、続いて河川が２割強であった。 

■聴講者の住所・勤務地等（問１ ⑤ 参照） 

開催地が新潟市であることから、新潟市内が全体の半分を占め、新潟市以外の新潟県内市町村

が２割を示した。その他では、遠方にも関わらず、石川県からの聴講者が約１割を占めたが、 

これは、報告会翌日から開催された『新技術展示説明会in北陸』の石川県内企業の出展（５社）

による要因も多分にあったと思われる。 

■新技術の導入及び分野（問２ ①及び② 参照） 

全体の約９割弱の人が、必要性を感じており、新技術の関心の高さを示すものである。 

また、必要性を感じる分野では、「環境の保全と創造」、「良いものを安く」を合わせて、全体の

半分以上を占め、社会的背景などを象徴する環境問題やコスト縮減などの技術開発が必要と考

えていることが推測される。 

■新技術導入の障害（問２ ③ 参照） 

全体の約４割弱が「積算体系等制度的なもの」、続いて「経費的なもの」が約３割を占めた。 

全体の約１割の少数意見には、発注者側の実績重視・安値受注競争や導入意識・意欲の欠如を

指摘する厳しい意見も上がっていた。 

 

〈アンケート回収率の推移〉

0.0%
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■現場での採用や興味・関心の高かった技術（問３ 参照） 

報告技術者の開発意欲を促すために、本年度より新たに追加した設問である。 

獲得票数の上位３技術は以下のとおりである。 

①『天然重曹を用いた除草・抑草システム』（福田道路株式会社） 

②『路面反射音による排水性舗装の排水機能評価手法』（北陸地方整備局 北陸技術事務所） 

③『ボンテラン工法』（八千代エンジニヤリング株式会社） 

なお、上位３技術については、総評・閉会時に実行委員長より発表した。 

■今後の報告会（問４ ①及び② 参照） 

今後も報告会の開催を続けた方が良いという意見が、全体の約９割を示し、「内容による」と答

えた人が約１割であった。 

内容によると答えた意見には、「求める技術発表が無い」、「鉄道関連技術」など、ごくわずかで

はあるが、本当に聴講したかった技術報告が無かったと思われる。 

■開催時期（問４ ③ 参照） 

全体の75％の人が、今回の開催時期が良いと回答し、その他の時期では４月～６月の開催を望

む意見が約１割あった。 

■開催地（問４ ④ 参照） 

全体の約７割の人が、今回の開催地で良いと回答しているが、回答者の殆どが新潟市内または

近郊からの聴講者であり、問１の⑤の回答がそのまま反映された結果となった。これは、会場

までの移動時間等を考慮すると地元開催を望む当然の結果であると思われる。 

新潟・富山・石川で輪番の開催を望む回答が、約３割弱であった。 

※『けんせつフェア』等の開催場所にもよるが、基本的には輪番で開催している。 

■報告会形式や会場設営など（問５ 参照） 

質疑応答は、発表毎に行うことを望む意見があった。 

会場の分散化により、聴講したい技術が聞けないため、発表課題を厳選し、会場数を減らす意

見や会場間の移動が大変などの意見があった。 

小規模工事の発表や他分野からの発表を望む意見があった。 

喫煙場所が分かり難かったあるいは少なかったという意見があった。 

■その他（問６ 参照） 

聴講者が少ないことと発注者の参加が少ない意見が上がっていた。 

公共交通機関の至便な会場を望む意見があった。 

昼食販売の事前案内や昼食場所が少ないなどの意見が数件上がっていた。 

他の類似発表会との差別化を望む意見があった。 
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４）設問別集計結果                               

各設問の集計結果は以下のとおりである。 
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６．開催状況等写真集 

１）開閉会・基調講演                              
 
■開会挨拶                   ■基調講演                  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       北陸地方整備局 企画部長 橋場克司           新潟地方気象台 調査官 矢沢 易 氏 

 
 
■総評・閉会挨拶                ■開閉会・基調講演 司会進行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    「建設技術報告会」実行委員長 平田 五男  

         （北陸技術事務所長） 

 
 
■基調講演 聴講風景 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 



 - 35 -

２）技術報告                                  
 
■第１会場 発表状況              ■第１会場 司会進行状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■第２会場 発表状況              ■第２会場 司会進行状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■第３会場 発表状況              ■第３会場 司会進行状況 
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■第１会場 聴講者質問状況           ■第１会場 発表者回答状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■第２会場 聴講者質問状況           ■第２会場 発表者回答状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■第３会場 聴講者質問状況           ■第３会場 発表者回答状況 
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■第１会場 技術報告聴講風景          ■第１会場 発表状況（遠景） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
■第２会場 技術報告聴講風景          ■第２会場 発表状況（遠景） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■第３会場 技術報告聴講風景          ■第３会場 発表状況（遠景） 
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３）その他開催状況等                              
 
■運営スタッフミーティング状況         ■受付状況                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
■パネル展示コーナー              ■アンケート投函状況            

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■催事案内看板設置               ■車輌誘導状況（駐車場）          

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


